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●［省略可］離島問題について検討させる。


・「離島では，交通が不便であること等により，様々な問題が発生しているが，どのような問題があるだろうか」と発問する。





展開①


（20分）





展開②


（20分）





導入


（５分）





問 3





問 2





全ての立場の人が納得できるような案になるように努力をする必要があることを示す。


他者と資料等に基づいた合理的な議論を行い，他者の意見を真摯に聞き，時には自らの意見を変え，より良い意見を創出していくことの重要性について理解させる。





●グループワーク


・Ａ～Ｃ町からそれぞれ２名ずつ程度入るようなグループを作り，各自が各立場の代表者となり協議を行い，橋の建設場所，建設費用の負担方法などに関する合意形成を図る。





●個人ワーク


・問１で自分が選択しなかった他の案が採用されるとした場合の譲歩条件を検討させる。





●個人ワーク


・生徒を各町の立場（Ａ町，Ｂ町，Ｃ町）に分けた上で，それぞれの立場から，定期船に代えて橋を建設する場合の建設場所を検討させる。





安易に建設費用を負担することのないよう，建設費用を負担した場合，他の公共サービスに回せる費用が削減されるなどと補足をする。





自分の立場の利益だけでなく，自分が他の立場だったら納得できるのかなども考えさせ，他の立場の者を説得できるような理由も検討させる。


「各立場における視点」（教員用資料）参照。





●課題把握


・「資料」及び「ワークシート」を配布し，課題を把握させる。





問題の解決方法の一つとして，合意形成が考えられることを伝える。





・医療問題（医療施設の不足等）


・教育問題（高校がない等）


・流通問題（物資の不足，物価の高騰等）


・人口減少・高齢化問題





予想される生徒からの意見





展開①を充実させるための発問であるため，問題点を考えさせるだけでよい。教員から問題点を示すことや，この発問自体を省略することも可能である。


本授業を２時間で実施する場合には，「離島問題」に時間をかけるとよい。





内容





進行


（所要）





問 1





どの場所に橋を建設するのが望ましいだろうか。【自分の立場】から考えよう。





他の町と話し合って，橋の建設場所・建設費用の負担額を決めよう。





他の各案を採用するとした場合，どのような条件が整えば，譲歩することができるか（どのような条件が整えば，他の各案に対して建設費用を負担することができるか）について検討しよう。





指導上の留意点





指導計画【想定授業時間：50分】





まとめ


（５分）





参考：ドイツ・エルベ川における橋の建設と世界遺産タイトルの抹消





「振り返りシート」により，作成した合意内容を確認させ，評価を行う。


※以下の参考事例を紹介することで，現実問題として捉えさせることも考えられる。





●発表，講評


・生徒に検討結果を発表させる。


・「振り返りシート」を配布し，教員による講評を行う。





違う結論となったグループ間でメンバーを入れ替えるよう教員において調整する。


Ａ～Ｃ町が各２名ずつ計６名グループの場合，Ａ～Ｃ町の各１名ずつをそれぞれ別のグループに移動させる方法も考えられる。





●［省略可］グループワーク（第２ラウンド）


・メンバーを入れ替えて協議を行い，他の意見も確認した上で，再度元のグループに戻り，再協議を行う。





貴重な文化的景観として世界遺産登録を受けていたドイツのドレスデン・エルベ渓谷において，交通渋滞の緩和等のため，市側が橋の新設を計画したところ，ユネスコ世界遺産委員会はこの計画に反対し，橋を建設した場合には世界遺産タイトルを抹消するとの意向を示した。しかし，市側は，住民投票等を行い，世界遺産のタイトルを失いながらも橋の建設を遂行した。








